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もりのにぎわい通信  
 

20１5年９月２６日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2015年 9月 26日（土）9：00～16：30 

場所：小山町 観音地 

天候：晴 気温 23～20℃ 湿度 82% 風向 北北東 風速 1m 

参加者：27人（子ども 9人、大人 18人）内改良区 6人 

     

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9：00 除草作業開始 

10:00 クリ拾い、 

10:30サツマイモ掘り 

12:00 昼食 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

13：00自然観察会スタート（昆虫を主に） 

    苗に絡んだクズの蔓取り作業 

16：30後片付け、解散               

 

■活動報告 

 熱中症対策のため 8 月の定例は例年休みにしています。しかし、夏の雑草の伸びが良い時期に 1

回刈払作業が空くと大変なことになるのも毎度のことです。苗木が背の高い雑草に埋もれて支柱しか

見えない状況で、苗木を伐らないように気を付けながら刈っていくのも神経が疲れる作業です。おま

けに刈払機では苗木の近くまで切るのは難しいので、別途樹鋏で近くの雑草と巻き付いているクズの

蔓を払ってやる必要があります。クズの蔓を払っていったら、おー、これはクリの木だったのか、お

ー、梅だったのか、おー、コナラじゃないかと感動させられます。苗木の一本、一本を救っている感

じです。レスキュー隊員ってこんな感じじゃないかと思えてきます。いずれにせよ緑の環会員の刈払

機が４台、土地改良区が 6台稼働していましたが、こんな状況ではもう少し人手がないと焼け石に水

だとも思えてきます。特にクズに対して何かうまい手はないのか？ 

一方で秋には季節の恵みがあります。植樹したクリに実がなるようになって、クリ拾いを子供達も一

緒になって行いました。ただ熟してイガグリが開いたり落ちたりしてしまったものも多く、鳥や獣の

餌になってしまっているようです。それでも少ないながら皆さんに数個ずつ配ることができました。

来年は敬老の日の周辺の時期を選んで開催にしたり、クリの周りの草刈のタイミングを図ればもっと

収穫があがりそうです。サツマイモ掘りも宝さがしのようで子供達には人気のある催しです。こちら

もハクビシンと競争で取り入れを行います。次回は美味しい焼き芋がみなさんにふるまえると楽しい

ですね。 

午後からは岩崎先生と株木先生に自然観察の指導をお願いしました。この苗木の森広場でバッタやア

カガエル、蝶を採取して説明をしてもらいました。最後の質問コーナーでは、補注網でトンボの取り

方を改めて実演してもらいました。くるっと網の先をかえすのがコツとのこと、でもそのコツを覚え
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るには実地でチャレンジ・練習しないとのことでした。また、凄かったのは岩崎先生が持ってきてく

れたスズメバチの標本でした。死ぬ人がでるというのが納得できる大きさでした。先生のお宅に入っ

てきたスズメバチを瓶でつかまえてアルコール漬けにしてるんだそうです。「良い子は真似しないでね」

の典型みたいな話でしたが、大人も子供も興味津々で瓶詰のスズメバチを写メさせていただきました。 

 

(記録： 金井章男)  

                                                                                                        

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■森もりあそび隊 

10：00 

  クリ拾い開始です。 

  もうすでに沢山落ちていて、どんな動物が食べたのか空っぽでした。 

  あとは木に残った栗を取ろう。 

  用意していただいた竹の棒で栗を落とす係と拾う係に分かれて皆で協力しあって集めました。 

  少ない数でも皆で集めると楽しいですね。 

  今日の収穫は１６個。 

  前日の分と合わせて２１個でした。 

10：30 

  次はサツマイモ掘り 

  こちらももうすでに、ハクビシンが上手に芋ほりをして沢山食べた様子。 

  スコップで掘り起こす係と手で掘り出す係に分かれて沢山掘れました。 

  途中で雨が降ってきましたが子供たちは夢中になって芋ほりを楽しみました。 

  ハクビシンも楽しかったのかな？ 

  お母さん達に美味しくしてもらって食べましょう。 

  栗もサツマイモも森の動物達と仲良く分け合って持ち帰りました。 

  ここで過ごす皆の気持ちが今回も自然を育てますね。 

13：00 

   自然観察会が始まりました。 

   岩崎先生（虫博士）と株木さんと一緒に森の中、虫探検をしました。 

   まずは虫クイズ！ 

   子供たちの中に虫博士が二人もいるという発見もありました。 

   とても勉強になりましたね。 

   そして虫探検。 

   虫かごや虫観察用のケースに色んな虫を捕まえて、岩崎先生に質問の連続。 

   トンボやバッタが多い中、背泳ぎする虫など初めての出会いがありました。 

   岩崎先生は何でも知っていて、子供たちに優しく教えてくださいました。 

   虫かごの中、何匹虫がいるの？？ 

   あれ？虫かごの中に何個栗が入っているの？？ 

   虫観察中にまたまた栗が採れましたね。 
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   戻ってから図鑑などでどんな虫が居たのか調べました。 

   何でも質問してください、と岩崎先生から提案があり、皆で質問攻めでした。 

   お礼を告げて、今日の自然観察会は終わりです。  

   最後に子供たち、水と泥とスコップで遊びが始まりました。 

   ダム作り？ 

   目がキラキラしてて、ニコニコ顔です。 

   今日も小山の森は平和でした。 

(記録：長菅 千夏)  

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■ お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、10月 24日（土）除草作業、苗木のクズ採り、畑の草取り、菜の花・そら豆の

種まきとさつまいも掘りを行う予定です。 

 

 

集合写真 

 

 

 

 

http://www.g-cycle.org/
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雑草とクズに格闘する苗木レスキュー隊 

 

  

 

 

    

クリ拾い          秋の実り    落ちるまでに取らなくちゃ 
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今年もサツマイモ堀               去年よりだいぶ小さいな 

 

  

ハクビシンよけの効果なく、収穫はイマイチ      
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                      自然観察会開始 

 

  

虫クイズ 

 

  

虫探索 
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スズメバチの標本 デカイ！             子供達が自分で作る遊び 

 

  

山を作って川を作って水を流すんだよ 
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泥んこだってリヤカーだって 

     

埋もれていたイチョウ、ウメの苗木                これもクリの木だった 

 

  

クズに覆われたサクラ                   クズが多すぎる 

 


